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　最近筋牧縮に関し，Szent－Gy6rgyi一派1）・2）によ
り筋蛋白体中その畑中に密接に関係するとV・われ
るactin，　myosin，　actomyosin（以下AMと略す）
の研究におV・て，劃期的な発展が示され，虚位縮
箪位としてAMが取りあげられている。
　1943年Szent－Gy6rgyi3）1ま，　AMにadenosin－
triphosphate（以下ATPと略す）を加えるtとに
より牧縮することから，筋牧縮はmyosin系蛋白
質とATPの働きで生起されることが考えられ
るに至った。他方Engelhardt＆Ljubimova4）に二
より，ATP分解酵素たるadenosimtrlphosphatase
似下ATPaseと略す）がmyosinに：結びつV・てる
ことが認められた。このことからSzent－Gyδrgyi
は，筋牧縮におけるATP．及びATPaseの役割
を張調し，彼の筋牧縮機構の仮詮を立てるに至っ
た。
　この点をめぐり）・わゆるmyosin－ATPaseに対
する研究が極めて多く，この種の研究についてぽ
最近Csap65）が，骨賂筋，心筋，子宮筋のmyosin－
ATPaseを見ている。
　しかるにMeyerhof等6）ぽ，　myosin以外の水溶
性部分にMgに活性化されるMg－activated　ATP－
aseを発見するに及び，筋のATPaseは’¥に
myosin－ATPaseのみでなく，数種類のATPase
の存在することが示唆され，また肝臓その他牧縮
に関與しない鼎官中にもATPaseの存在すること
が確認された。
　これ等が筋牧縮と如何なる関係にあるのか，或
は軍に物質代謝のみに関輿するのかは未解決の問
題である。Csap6は前述のmyosin－ATPaseの研
究において，一部water－soluble　ATPase（以下
WS－ATPaseとll各す）につv・ても言及一してV・るが，
詳細な槍討は爲されていない。
　以上を通覧するにmyosin－ATPaseの研究に比
べ，このWS－ATPaseの研究ぽ少なく，從ってそ
の意義につV・ても余り鮮明されていない。そこで
私は各種筋肉につき，WS－ATPaseの性質に関し
仔細な検討を行い，併せてATPとの関蓮の下に
各筋肉における特殊性をこの面より検討せんとし
て実験を’li　La以下の成績を得た。
＊　本論文の要旨は，昭和26年6月北海道医学会第27回
　大会で発表した。　　　　　　　　　　　一
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　なお本研究が完成に近づいた頃，私の知見と似
たSwanson7）及びStern等s）の論文に接したこと
はこの方面の研究に一般の関心の高まりつつある
ことを示すものと考’える。
実験方法
　1）基質液：Szent－Gy6rgyiの方法1）により家兎よ
りATPを抽出し，　K：errの方法9）に從いBa塩とし，純度
68％のものを用いた。使用時にはATP－Ba塩を蒸溜水で
溶し，硫酸を加えてBaを沈澱させ，NaOHを加えてpH　7．0
に修正してNa塩となし，蒸溜水を加えて一定量にした後
3，000回5分閲遠心沈澱し，その一ヒ清を用いた。
　2）酵素液：健康成犬をオ7ロバンソーダの静注に
て晦位し，頸動脈を切断して放吟後直ちに各組織を探り，
血液を蒸溜水で洗い去った後濾紙で充分水を取り，組織を・
秤量，精製金剛砂を加えて乳鉢で組織を辮，蒸溜水また
はRinger氏液をそれぞれ］．O　cc中組織0．05　g含有するよ
うに加え，10時間氷室に放置した。次で3，000回，30分間
遠心沈澱し，その上清を実瞼に供した。使用筋肉は，心筋
には左心室筋，骨格筋には胸筋，腸ユ肉骨筋には小腸を選ん
だ。用いたRinger氏液は検圧法指定のもので，次の組成
である。
g．o　g／e
11．5　g／e’
13．o　g／e
エ2．2　9／Z
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NaCl溶液
KCI　u
NaHCO3　，i
CaCly　v
100ec（終濃度　　　0，124　M）
　2ec　（　，i　2．　48　xIO－3　M）
20　cc（　u　2．4xJO－2　M）
2ce（　u　L77×10L3M）
　　　測定條件二a）基質濃度及び酵素量の決定。心筋の
水抽出酵素液各々0，25ce，0．5　cc，1．O・ccに，べ・ナー・・緩
衝液0．5cc（最終pH　8．O，と蒸溜水を加えて全：量4．5　ccにし，
38℃，5分間温浴した。次でATP液0，5　cc（実験目的によ
りATP：量を変える）を加えて380C，30分間温浴後，直ち
に10％三塩化酷酸5．Occを加えて反雁を停止させ，0℃，
5分間放蝕した。次で濾過，その濾液1．0　ccを探り，中和
水を加えて全量6．O　ccにし無機燐をBodansky氏法10）で
昊濁し，Pulfrich’s　Photometer　Ccuvette　I．O　cm，　f｛lter
S－72）で測定した。総：無機燐量よりATP向家分解：量と紅
織無機燐量を減じて酵素の測生度とした。
　b，pHによる学舌’1生ノ斐上ヒ｝1亘交。酵素液：O．25　cc，　緩衝言夜0．5　cc
i蒸溜水0．25　cc，　ATP液0．5　cc（終濃度ユ．3×10－3M）を加え
て38℃，30分問温浴，次で直ちに三塩化酷酸3．5cc（終濃
度5％）を加え；以後の操作はa）に準じて行った。緩衝液
は，pH　8．0以下はベロナール，82以上はゲリシン緩衝液を
用いた。最終pH測定は，　S．0以下はキンヒドロン電極，
8．2以上はpH　compara七〇rを用いた。
　c）温度による活性度比較。Ringer氏液抽出酵素液：O．25
ceを用い，づロナー～レ緩衝液を用いて最終pH　8．0にし，種
々の温浴温度で前記と同様に測定した。
　d）無機塩による影響。前記操作にお酔て，蒸溜水添加
の代りに無機塩溶液α25cc（終濃度を検圧法指定のRinger
氏液の終濃度に等しくす）を用い，他は前記と同楼に測定』
した。
　以下記載の酵：素活性度1よ，組織0，lgによって38℃，30
分岡にATPが分解されて遊離した無機燐量をγで示した
ものである。
実験成績
　1）『基質濃度及び酵日量の決定：心筋につき実施した。
ATPの各濃度における酵素液LO　ccによる分解量を100％
の活性度として相対活性度で示すにFig．1の如く，ATP
濃度1．3×10－3・M，及び2．6×10－3Mにおいて酵素量と遊
離燐量とが比例する。從ってこの條件を至滴として今後実
施することにした。
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　　Fig．　1．　The　relation　between　substrate　and
　　　　　　　　enzyme　coneentration．
　　　　　final　concentra七ion　of　ATP（M）
　　　　　A：　used　l　ce　of　original　extract．
　　　　　B：used　O．5cc　of　original　ex七ract．
　　　　　C二　used　O，25　cc　of　original　extract。
　2）pHによる活性度比較：a）蒸溜水抽出酵素液。本
酵素液についてはFig．2の如くジ至漉pHは心筋及び骨格ゴ
筋がおの才8のpH　6．0～6．2とp且9．2～9．4の2筒所を示す
に反し，腸雁滑筋（腸壁）ではpH　9．2～9．4の1箇所あるの
7）　Swanson：　J．　Biol．　Chem．　191，　577　（195　D．
S）　Stern，　Goldstein　＆　Albaum　：　J．　Biol．　Chem．　188，
　273　（1951）．
9）　Kerr：J．　BioL　Chem．　139，　121　（1941）．．
10）　Bodansky：　J．　Biol．　CJhem．　99，　197　（1932）；　101，　93
　　（1933）．
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Fig．　Z．　The　pH－aetivityeurve　of　water
　　　　　　soluble　ATPase．
　　1）　smooth　musele　of　intestine
　　2）　cardiae　musele
一　3）　skeletal　muscle
みである。かくの如く心筋と骨柊筋は同じような傾向を示
すが，腸平滑筋はこれ等と異なった傾向を示した。活性度
は腸管滑筋が最も高く，心筋，骨格筋の順に低値を示した。
　b）Ringer氏液抽出酵素液：。　Ringer氏液の組成中，
NaHCO3液の代りに蒸溜水を用いた液で抽・出した酵素液に
ついて見るにFig，3の如く，心筋及び脇目筋はa）の場合
に酸性側で示したpH至適点は無く，8．8～9．01箇所に，腸
エ肉骨筋は9．0～9。2に1箇所を示した。この場合には，pH
至濫点では各筋肉間に殆ど差は無い。滑性度は蒸溜水を以
て抽IT｛した博より倍近く高くなっているが，その順位はa）
の場合と同じく，腸4i滑筋〉心筋〉骨格筋となった。
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心筋や骨柊筋と異なり45℃附近が至漉で，60℃では急速
な低下を見，活性度は牛分以下となった。かくの如く温度
効果においても心筋と骨格筋は同じ傾向を示すが，腸牢・滑
筋はこれ等の筋とは明かに異なった傾向を示した。
　次にQIoを求めるに，10℃から20。Cまでは，心筋は1．s2
骨格筋は1．89，腸ZF滑筋は1．81，200Gから30℃までは，
心筋はLgI，‘1｝格歪窃はユβ9，】陽エF滑はLS2，30。Cから40。C
では，心筋は1．57，骨絡筋はL40，腸平滑筋はL44となρ
た。
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Fig，　3．　The　pH－aetivity　curtie　of　ATPase
　　　extracted　by　Ringer　solution．
　3）温度による活1性度比較：Fig．4の如く，心筋及び骨
絡筋は55。Cの辺が至適で600Cでは450Cの辺の活性度ま
で低下し，低下の程度は左程著しくは無い。陽4曳滑筋では
Fig．　4．
Qny^o　’　20　So　pa　50’　60　　　　　　　　temp・　C℃）
　The　temperature－aetivity　eurve　of　AT？ase
　　extraeted　by　Ringer　solution．
　4）無機塩による影響：蒸溜水抽出酵素液につき，
Ringer氏液濃度のKCI，　NaC1，　CaCIL］及びCaCI2と同濃
度のMgC12の影響を見るにFig．5の如く，無機塩を添加
しない酵素液の活性度を100’唐ﾆして相対活性度を以て示
した。K＋に対しては各筋のATPaseは影響無かった。
Na＋に対レては1肝滑筋は影響無・・が，心筋及び骨絡筋は
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　Fig．　5・．　The　effects　of　salts．
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10％近く抑制された。Ca＋＋に対しては心筋及び骨絡筋は
約20％，腸亭滑筋は約10％活性化された。Ca＋＋と同濃度
のMg＋＋に対しては骨絡筋は約60％，心筋は約70％，腸
平滑筋は約20％それぞれ活性化された。　’　　　一
　以上の如くイオン効果でも，腸平滑筋は骨格筋や心筋と
異なった性質を示した。
総括並びに考按
　1）ATPase測定法の吟味：Frank等11）によれば，
蒸溜水抽出酵素液に：よるATP分解はATPaseに：
よると報じているので，私の使用した蒸溜水抽出
酵素液はATPaseなることは疑V・ないところであ
る。Ringer氏液抽出酵素液のATP分解がATP－
aseによるものなりや否やについては先人の業績
中寡聞にして見出し得なかったが，当然ATPase
を含むものと思われる。しかし蒸溜水抽出液及び
Ringer氏液抽出液では理論上myosinまたぽAM
は抽出されないか，されても非常に低濃度である
と思われる。事実またかかる抽出液はact｛n添加
による粘度上昇及びATP添加による粘度低下の
何れをも示さない。從ってかかる抽出液はAM及　’
びmyosinの何れをも含まなV・と考えられる。私
は神慮時に全液：壁1．5ccにおいて，酵素量（組織
量）12．5mg，基質絡濃度1．3×1．0－3M，温浴38℃，
30分闇の反慮を至適として測定した。從來ATP－
ase測定に関し，酵素抽出法，酵素量，基質量，・
pH，温浴温度及び温浴時開につV・てはTable　1の
如く各研究者によりまちまちで一・・定の方法はなV・。
これぽ使用中酵素材料の種類及びその量により條
件が異なるためであろう。本問題に関しては，本
敏室の宮崎・湯田坂が〔L．ド槍討中である。
Table　1　The　VaTious　Methods　of　ATPase　Determination
・　researchers
author
Stern
Frank
Sarkar
Braverman
procedurs　．for　extract
　　　　＆
enzyme　coneentration
　finaleoncentration
　of　ATP
buffersfinalpH
tissue，　12．5　mg　extraeted
with　water　or　Ringer　1　J．3×10－3solution
iveornal　i　8．0
protejn　N，　2　mg
suspended　in　water
protein，　25　mg
extraeted　with　water
protein　N，　O．116mg
glyeerol　extracted
muscle　fibre，　suspended
in　O．1M　KCI　sol．
7×工0－4
4．2　×　10　一“　一3
borate
verona1
1．4×10一一3 verona1
8．0
8．0
7．0
ineuba－ting
temp．
　oC
3・8
37
45
37
incuba－
ting
tゆe
mm．
30
60
5
5
　analytical
血e七hod　of　in－
organie　P　by
Bodansky’smethod
protein　N，　O．642　mg
extracted　by　Szent－
Gy6rgyi’s　rnethod
5．8×lo－3 glyeine
Fiske　and　Subba－
row’刀@method
））
））
　　1
8．32i　37
　　…
60
2）至　適pH，私の成績を総括するに，水抽
出酵素液につV・ては骨儲筋及び心筋はpH　6．0～6．2，
とpH　9・2～9・4の2簡所が，腸平滑筋Vk　9．2～9．41
箇所が至適であった。Ringer氏液抽出酵素液で
ぽ骨酪筋及び心筋ぽpH　8．8～9・0が，腸平滑筋は
pH　9，0～9．2が至適であった。
　Szent－Gy6gyi等12）は，兎のグリセリン処理筋はpH　7・一
8の問が至漣なりど報じ，Mommaerts等13）は，　AM一
　　　　　　　ATPaseは緩衝液の種類によっては酸側とアルカリ側の二
つのpeakが出ることを報じている。　myosin－ATPaseに
ついては，Baileyi4）は，兎の骨絡筋の場合pH　9．0が至適
であると，最近渡辺等15）は，魚肉の精製myosin・ATPhse
11）　Frank，　Lipshitz　＆　Barth　：　Arcb．　Biochem．　28，　207
　　（工950）．　　　　　　　　　　　　　　唱
12）　Sarkar，　Szent－GyOrgyi　＆　Varga：　Enzymologia　14
　　267　（1950）．
13）　Mommaerts　＆　Seraidarian：　J．Gen．　Physiol．　30，
　　401　C1947）．
14）　BaileY：　Bioehem．　J．　36．　121　（1942）．
15）渡辺等：科学22，471（1952）．
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はpH　6．3と8．9に二つのpeakを見ている。myosinを含
有しないと思われるATPaseについては，　Frank等11）に
よれば，蛙肝臓蛙骨将筋，鶏赤血球，嵯卵のWS－ATPase
の至適pHは各組織により異なることを報じた。また個々
の組織のATPaseは酸側とアルカリ側の2箇所にpeakが
あり，且つアルカリ側の漉生度が酸側ρそれより高く，蛙
肝臓ではpH　4．5と9．0の2簡所にpeakを有したものが，
Ca＋＋及びMg＋＋を加えると酸側のpeakが無くなり，且
つアルカリ側のそれはpH　7．O　lc移動してpeakは一つと
なう。目配ではpH　4．0と9．0の二つにpeakを認めたが，
Ca＋＋を加えると酸側のpeakは同様に無くなり，アルカリ
側のものは位置が移動しないことを報じている。s七ern等β）
は，生壷胸腺穿）desoxyribose　nucleoproteinのATPaseは
新鮮な材料ではpH　5．6と8．0が至適なるも，凍結によって
酸側にpeakは見出されずpH　8．0の1簡所のみpeakを
示すことを報じている。
　私の成績も上述の諸氏の成績の如く，心筋及び骨格筋で
はpeakが酸側とアルカリ側の2箇所にあり，　Frank等の
成績の如くCa＋＋を入れて抽」｝1した酵素液ではpetikをア
ルカリ側に1押所のみ認めたが，peakの位置の移動はi皆
名でなかった。これに反して腸平滑筋は，水増；jl酵素液で
もpeakはアルカリ側に1箇所のみあるだけである。　Ca＋＋
を入れて抽出した場合は骨格筋及び心筋の場合と同じくア
ルカリ側のpeakの位置の移動は著名でなかった。アルカ
リ側の至適pHは，骨格筋，心筋，腸平滑筋ともにBailey
及び渡辺等の成績に近い値：を示したD
　この二つのpeakが，同一酵素の作用を酸，アルカリの
両面から眺めているのであるか，または少なくとも2種の
酵素作用の累積として現われているかについて疑問がある
が，丁度monOPhOSphataseにおける酸フォスファターゼ
とアルカリフtスファターービに似たような態度であり，イ
オンの作用により酸側がpeakの浩失することは，該イオ
ンの作用がアルカリ側のATPaseを彊く活性化し，三聖
のそれは鯨り強く作用しないことを意味するものであろう。
　これを要するに，ATPaSeは1種類のものでなく幾つか
の種類あることを思わせる。Swanson7）は，　ATPaseとい
われるものに数種類あるだろうということを報告している
ことからして，後者を考える方がより繋当であると思われ
る。前述の如く，比較的純粋にしたといわれるMomma－
ertsのAM及び渡辺等のmyosin－ATPaseについてもご
つのpeak．を有するが，　myosinの純度に関しては現在な
お疑義がある20）ところがらも，上の考えは一磨首肯せら
れるであろう。
　　ここでも5一つ注目すべきことは，私のmyosin，　AM
を殆ど含まないと思われる心筋及び隔日筋のWS－ATPase
　の至適pHが，可成り純化されたと思われるmyosin－
ATPaseのそれに近いことである。これは甚だ重要な知見
　と考えられるが，その週明は目下のとこる困難である。
　　3）至適温度；私の成績を総括するに，心筋及び
町明筋｝ま55℃附近が至適で，60。Cでは45℃附近
の活性度まで低下しているが，腸平滑筋はこれ等
　と異なり，45℃附近が至適で，60。Cでは活性度
が急速に低下して45℃の時の牛分以下となって
　いる。
　Stern等8）によれば，績胸腺のdes・xyrib・se・nucle・pro－
teinのA．TPaseは52～550Cが至酒であり，60℃では40
℃附近の活性度まで低下することを報じている。私の成績
で，心筋及び骨宝亀はStern噛め成績と一致しているが，
これに反して腸一議筋は明かに骨格筋及び心筋のATPase
　とは異なっている。
　Szent－Gy6rgyi　i）によればmyosin－ATPaseのQio　は
1．4で，ATPaseによるATP分解は，輩なる化学反磨の
みでなく物理的反鷹も加われるに非ずやと報じている。i私
の置戸はこれより牛均して高値を得ている。このことは，
WS　一ATPaseがmyosin　ATPaseと自ら異なったもので
あることを示すと同時に，一般化学反磨過程に関輿するも
のであ彦うことを想わしめる。
　4）無機塩による影響：私は今後検巫法によって
ATPaseの測定をする必要から，検墜法指定の
Ringer袖壁濃度の無機塩類の影響を見るために
実験して前述の成績を得たが，それを総括するに
WS－ATPaseでは各筋ともRlnger氏液濃度のKCI　’
では影響なく，CaC12及びそれと同濃度のMgC12
により活性化され，かつMgCI2の方がCaC12よ
りも活性化の程度が弧かつた。NaClでぽ骨帯筋
及び心筋は抑制され，腸2臼骨筋では影響がなかっ
た。WS－ATPaseとRlnger氏液抽出ATPaseの
活性度を比較するにpH　8・0のところでは，前者で
は，心筋ls　loo．2γ，骨儲筋は40．5γ，腸『s滑筋では
332．4γであり，後者では心筋ぽ278．5γ，牛酪筋ぽ
97・6T，腸『二滑筋ぽ94・8γで，後者においては前者層
の2～3倍活性度が高くなった。
16）　Braverman　＆　Morgulis：　」．　Gen．　Physiol．　31，　“1
　　（1947）．
17）　Needham　：　Bioehem　」．　36，　1’P3 （1942）．
18）　ci七．ユ6）．
19）　Binkley　＆　Olson：　J．　Biol．　Chem．　186，　725　（1950）．
20）揚田坂：未刊．
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　KCIについては，　Szent－Gy6rgyi　sciL’）によると，兎の
グリセリン処理筋の．ATPaseは0．1M以下では影響受け
ないことを報じている。私の成績もこれに一一致した。
　NaClについては，　Szent－Gy6rgyii）｝こよれば，　AMの口
口に及ぼす影響は，Na＋とK：＋とが等しいといわれており，
また0．1MK：CI以上ではKCIはATPaseを抑制すること
を報じている12）から，私の使用したO．J　24　M　NaClでは多
少の抑制を見るはずである。事実私の成績で心筋及び骨絡
筋はともに抑制を受けた。
　しかしながら腸亭滑筋はこれ等と異なり影i響無かりた。
Ca＋＋及，ぴMg＋＋に関しては多くの業績がある。　AM－ATP－
aseに関しては，　Ca＋＋に対しては，　Engelhardt4）及び
Szent－Gy6rgyi等12）は活性化され，　Mg＋＋に対しては，
Szent－Gy6rgyi等；12）は脳性化さ引しることを報じているが，
これと反対にBravermani6）及びMommaerts等13）は
Mg＋＋によって抑制さることを報じている。
　myosin－ATPaseに関しては．，　Ca＋＋に関しては，　Nee－
dbami7）は活性化されるといい，　Mg＋＋に対しては，　Nee－
dhamは活’性化されることをi報じ，これに反1してBanga＆
Szent－GyorgyiiS）は抑制されることを報じている。
　次にAM及びmyosinを含有していないと思われる器官
にもATPaSeの存在が報じられているQ　Mg＋↓に括性化さ
れるものでは，Meyerhof等6）が筋肉の水溶性部分から
Mg－activated　ATPaseを取り出して研究を進めており，
Binkley19）は豚脳のATPaseを，　Frank等u）は蛙肝臓及
び蛙骨格筋のWS－ATPaseを，　Stern等s）1ま嬢胸腺から
のdesoxyribose　nucleoproteinのAT：Paseを報じている。
C吋＋の作用としては，Binkleyig）の扱えるATPaseには
影響無く，Frank等1】）及．ぴStern等s）は活性化されるこ
とを報じ，活性化の程度もFrank等はMg＋＋及びCa＋＋
両者は同じように活性化され，Stern等はCa＋＋がMg＋＋
より強く活性化されることを報じている。
　以上の如1各研究者によるCa＋＋とMg＋＋の影響の差異
は‘｝M　ljl條件等の差によってくるAMとmyosinとの量的
差異及びAM系以外のAT：Pase，　Apyrase，　Phosphatase
の多少によると思われるが，しかしその個々のものについ
セもまちまちの成績のようである。私の成績はFrank，
Stern，　Needham，　Szent－Gy6rgyiの成績と同じ結果を得
た。
　WS－A．TPaseに対し，　Ringer氏液濃度の塩類では左程
活性化の程度が彊いと思われぬのにかかわらず，Ringer
氏液抽出ATPaseがWS－ATPaseより約2～3倍活性度の
高いことは，抽出性の差によるものであろう。
　以上の如く至適pH，至適温度及びイオンに対
する影響より見て，骨潮筋と心筋のATPaseは
同様な性質を示すのに反し，腸AS滑筋のそれは前
二者と異なれる性質を示す。これは前二者と明か
に起原の異なれるためと考えられる。私の直立で
は便宜上腸4三滑筋と呼称せるも，全腸壁をとった
ものであり，本來のr二滑筋以外に月琳’膜等諸毬組
織の幌画する可能性があるからである。しか．しな
がらこの点はそれぞれの筋そのもρから酵素を輩
離して比較検討を行う必要があろう。
結 論
　各種筋肉の水並びにRinger抽出性ATPaseに
ついて槍画し，澄め結果を得た。
　1）．基質濃度1．3×10－3Mが至適である。
　2）水抽出性ATPaseの至適P耳は，心筋及び
骨面筋はpH　6．0～6．2と9．2～9・4の2箇所に，腸
平滑筋はpH　9・2～9．4の1箇所である。　Ringet氏
液抽出ATPaseは，心筋及び骨賂筋はP耳8．8～9・0
腸『s滑筋はpH　9．0～9・2の1箇所が至適である。
　3）至適温度は，心筋及び骨骸筋は55。C附近
腸判s滑筋は45℃附近である。
　4）水抽出性ATPaseはRinger氏液濃度の
KCIにより影響なく，NaClによっては心筋及び
骨賂筋のそれぽ抑制され，腸『二連筋のそれは影響
ない。
　CaCl，・及びCaC12と同濃度のMgC12により心筋
のそれは何れも活性化されるが，MgC12の方が．
CaCl：より活性化の『程度は弧V・。
　5）水抽出性ATPaseの活性度は骨儲筋しが最
低で，心筋，古血滑筋の順に高くなっている。
　　　　　　　　　　　　　（昭和2S．10．13受付）
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Summary
　　　　Water－soluble　ATPase　and　ATPase　extracted　with　Ringerrs　solution　from　the　skeletal，
the　cardiac　and　the　smooth　intestine　muscle　of　dogs　were　studied．
　　　　The　results　were　as　follows：　”　　　　1）　The　optin］al　substrate　concentration　was　v　obtained　at　1．3×10－3M　ATP．・
　　　　2）　ln　regards　to　the　water－soluble　ATPase　of　the　sleletal　and　the　cardiac　muscle，
two　pH　optima　invariably　developed　at　pH　6．0－6．2　and　pH　9．2－9．4；　in　smooth　muscle，
only　one　optimum　at　pH　9．2－9．4．　While，　the　ATPase　extracted　with　Ringer’s　soldtion　has
only　one　pH　optimrtm　at　pH　8．8－9．0　in　the　skeletal　and　the　cardiac　muscle，　and　at　pH
9．0－9・4　in　the　smooth　intestine．
　　　　3）　The　optimal　temperature　is　550C　in　the　cardiac　ahd　the　skeletal　muscle，　and　near
450C　in　the　smooth　intestine．
　　　　4）　On　the　ac　tivity　of　water　soluble　ATPase，　KCI　of　which　concentration　is　employed
uSualy　in　Ringer’s　solution　has　no　effect　in　any　kind　of　muscle，　but　NaCl　has　an　inhibi－
tory　effect　on　the　cardiac　and　the　skeletal　muscle，　while　having　no　effect　on　the　smooth
intestine　mlエscle．　CaC12　and　MgCI，　at　the　same　concentration　employed　in　Ringer’s　solu－
tion，　have　stimulative　effects　but　the　effect　of　the　former　is　weaker・
　　　　5）The　activity　of　the　water－so11ユble　ATPasθin　the　above　mentioned　muscles　increase
in　the　following　order　；　’the　skeletal　muscle，　the　cardiac　muscle，　and　the　smooth　intestine
muscle．　（Received　Oet．　13，　1953）
?
．
